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代表機関の長による申請書Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
※1代表機関の長による申請書の見本は以下のとおり。
※2 押印済みの書類のスキャンデータを提出してください。

【例示】

文　　書　　番　　号
令和２年　月　　日
機関の長の公印を押してください。

文部科学大臣　殿

機関名　　　　　　　　　　　　　
機関長名　　　　　　　　印　　　

光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）に係る申請について


　標記の件について、別添のとおり申請いたします。
　なお、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づいた体制整備等自己評価チェックリストについては提出済みです。

記平成31年４月以降に「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づいた体制整備等自己評価チェックリストを提出している場合のみ記載してください。


　　　　　　　　研究開発課題名







表紙（様式1－1）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
	Flagshipプロジェクト項目
(応募する項目に１つ○を記入してください)
	
	量子情報処理
（量子AI）

	
	量子計測・センシング
（量子生命）

	研究開発課題名
	

	研究開発
期間
	2020年   ～　　　　　年　　　　月（　　　年間）

	[bookmark: _Hlk509906074]研究開発費(直接経費)
(百万円)
	R2年度
	R3年度
	R4年度
	R5年度
	R6年度
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	R7年度
	R8年度
	R9年度
	R10年度
	R11年度
	合計

	
	
	
	
	
	
	

	研究代表者
氏名
	

	所属
研究機関・
部局・役職
	

	連絡先
	Tel.                   Fax.                  E-mail

	研究者番号
	※府省共通研究開発管理システム(e-Rad)より付与された８桁の研究者番号を記載

	研究開発ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当者氏名
	※ＨＱにおけるＵＲＡ等の代表者を記載

	所属
研究機関・
部局・役職
※1
	

	連絡先※2
	Tel.                   Fax.                  E-mail

	事務担当者氏名
	

	所属
研究機関・
部局・役職
	

	連絡先
	Tel.                   Fax.                  E-mail


※1 現在の所属機関と採択後の所属機関が異なる場合には、採択後に所属する機関を記載してください。
※2 審査の結果等の連絡が可能な連絡先を記入してください。

Flagshipプロジェクト研究代表者の基本情報（様式1－2）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
	氏名
	

	国籍／性別
	
	生年月日（西暦）
	

	所属機関・部局・役職
	

	住所又は居所
	

	学歴（大学卒業以降）
	（記入例）
平成◯◯年 ◯◯大学◯◯学部卒業
平成◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了
平成◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了
平成◯◯年 博士（◯◯学）（◯◯大学） 取得

	研究開発歴
（主な職歴と研究内容）
	（記入例）
平成◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯開発部
（◯◯◯◯について開発）
平成◯◯年～◯◯年 ◯◯大学特任准教授
（◯◯◯◯に関する研究に従事）
令和◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯事業部
（◯◯◯◯事業担当）

	研究代表者の情報
	URL：
【研究代表者情報を収載しているホームページ（研究室ホームページ、researchmapページ等）があればURLを記載ください】

	その他特記すべき活動歴
	（社会貢献活動、国際活動等本事業に関わる特記事項があれば任意記入）

	応募者の資質に
関する情報
	（事業化を指向した研究開発や先端技術を核とした事業化のマネジメントに関する主な経験・実績）
（本事業が求めるフラッグシッププロジェクトの研究開発代表者として、自らが適任であると考える理由）




全体構想（様式1－3）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
※提案書の作成に当たっては、「第３章　ＰＤの実施方針」も併せて
必ずご確認ください。

１．研究開発の目標
研究開発期間全体を通じて達成する目標について、簡潔かつ明確（客観的に成否の判断が可能なように）に記載してください。

2．研究開発の背景
本研究構想の重要性・必要性が明らかとなるよう、科学技術上の要請、社会的要請や経済、産業上の要請および、当該分野や関連分野の動向等を適宜含めて記載してください。

3．研究開発計画とその進め方
具体的な研究開発内容・研究開発計画を記載してください。
・ 「1．研究開発の目標」をどのように達成しようとするのか、構想・計画を具体的に示していただくために、「1．研究開発の目標」へ向けた研究開発のマイルストーン(研究開発の途上での、研究開発の達成度の判断基準と時期)を示しつつ、タイムスケジュールの大枠を示してください。また、研究開発開始４年後及び７年後の達成目標を明確に示してください(ステージゲート評価等での評価における判断材料の1つとなります)。さらに、５年後、１０年後の目標について明確に示してください。
・ 「1．研究開発の目標」の達成にあたって予想される問題点とその解決策を含みます。
・ 研究開発項目ごとに記載していただいても結構です。
・ この研究開発構想において想定される知的財産権等(出願やライセンス、管理を含む)について、現在の関連知的財産権取得状況、研究開発を進める上での考え方を記述してください。













（次ページへ続く）
（前ページより続く）
4．国内外の類似研究開発との比較、および研究開発の強み
関連分野の国内外の研究開発の現状と動向を踏まえて、この研究開発構想の世界の中でのコアコンピタンス及びベンチマークを示してください。


5．出口戦略
この研究構想の出口戦略として、現時点でどのような計画を有しているか、記述してください。


6．協調領域・競争領域のあり方
本研究構想を推進するための協調領域及び競争領域を、記述してください。


7．人材育成
本研究構想を推進するための人材育成について、記述してください。













…様式１－３は、１０頁を超えないこと…
[bookmark: _Toc32851070]代表機関の長のコミットメント（様式1－4）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。

代表機関の長のコミットメントの概要
・ Flagship代表機関は、組織・機関として、今後、本Flagshipプロジェクトを大学・研究機関の将来構想のなかでどのように位置づけ、大学・研究機関を挙げて全面的な支援（財政的、人的な支援措置を含む。）・マネジメントをするのか具体的に記述してください。


































…様式１－４は、１頁を超えないこと…


研究開発年次計画（線表）（様式1－5）Flagshipプロジェクト


	研究開発項目
	R2年度
	R3年度
	R4年度
	R5年度
	R6年度

	





















	
	
	
	
	

	
直接経費

	
	
	
	
	

	
間接経費

	
	
	
	
	

	
合　　計

	
	
	
	
	




※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
・	研究開発項目ごとに記載してください。また、実施機関が分かるように記載ください。（線表の下に直接経費の見込額を記入してください。）
・ 間接経費は、直接経費の合計の30％としてください。
· 経費項目は別紙3を参照してください。





（次ページへ続く）
（前ページより続く）


	研究開発項目
	R7年度
	R8年度
	R9年度
	R10年度
	R11年度
	経費の総額

	





















	
	
	
	
	
	

	
直接経費

	
	
	
	
	
	

	
間接経費

	
	
	
	
	
	

	
合　　計

	
	
	
	
	
	




※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
・	研究開発項目ごとに記載してください。また、実施機関が分かるように記載ください。（線表の下に直接経費の見込額を記入してください。）
・ 間接経費は、直接経費の合計の30％としてください。
・ 経費項目は別紙3を参照してください。





【例示】

（単位：千円）
	研究開発項目
	R7年度
	R8年度
	R9年度
	R10年度
	R11年度
	経費の総額

	
(1)・・に関する研究開発
  （細目まで記載）
　①・・・に関する調査




　②・・・に関する分析




(2)・・・に関する研究

　　　　　・

　　　　　・


(3)・・・に関する・・

          ・

          ・


	
・・の準備(○○大学)


5,000

10,000
5,000
10,000

	・・の調査及び分析
5,000
10,000
5,000
5,000
5,000


	5,000
5,000
5,000
10,000
5,000

	5,000
10,000
5,000
5,000
5,000

	5,000
取りまとめ
5,000
10,000
10,000

	


50,000
40,000
35,000
25,000


	
直接経費

	30,000
	30,000
	30,000
	   30,000
	30,000
	
150,000

	
間接経費

	9,000
	9,000
	9,000
	9,000
	9,000
	
45,000

	
合　　計

	
39,000

	
39,000

	
39,000

	
39,000

	
39,000

	
195,000




（注）
・	研究開発項目ごとに記載してください。また、実施機関が分かるように記載ください。（線表の下に直接経費の見込額を記入してください。）
・ 間接経費は、直接経費の合計の30％としてください。


研究開発・研究開発マネジメント体制（様式1－6）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。

1．研究開発体制に関する構想
　本欄には、確実に参加が見込まれる主要な研究開発機関及び参加時期、また、同機関の役割・必要性、同機関からの参加予定の主たる共同研究者について記載してください。将来的に参加を期待する研究機関及び参加時期については、可能な範囲で記載してください。

2．HQによる研究開発マネジメント体制に関する構想
本欄には、Flagshipプロジェクトに設置をするHQの具体的構想、機関の組織における位置づけ、機関・組織を挙げての支援のマネジメント方策について記載してください。

3．研究開発体制の概略図（HQを含む）
　当初の体制と将来的な体制とが異なる場合は、両方とも記載してください。














…上記1～3は、２頁を超えないこと…

（次ページへ続く）
（前ページより続く）
（1）研究代表者グループの体制

	研究代表者
	研究機関名・所属※１
	役職
	エフォート※２

	
	
	
	

	研究開発
参加者氏名※３,４
	研究機関名・所属※5
（上記と同じ場合には省略可）
	役職
	エフォート※２

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※1 現在の所属機関と採択後研究を実施する機関が異なる場合には、研究を実施する機関を記載してください。また、特記事項にてその事情・理由をお知らせください。
※2 エフォートには、研究者の年間の全仕事時間(研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む)を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率(％)を記載してください。
※3 研究グループの構成メンバーについては、その果たす役割等について十分ご検討してください。
※4 研究参加者の行は、必要に応じて追加してください。提案時に氏名が確定していない研究員等の場合は、「研究員 ○名」といった記載をしてください。
※5 同じ研究実施項目を複数の組織で取り組む必要があれば、研究参加者として、異なる組織のメンバーを加えていただいても構いません。






（次ページへ続く）
（前ページより続く）

（1－1）研究開発構想における当該グループの役割




（1－2）研究開発概要




（1－3）特記事項
・特別の任務等（研究科長等の管理職、学会長など）に仕事時間（エフォート）を要する場合には、その事情・理由をお知らせください。












…研究代表者グループの体制については、２頁を超えないこと…

（次ページへ続く）
（前ページより続く）
（2）各共同研究開発グループの体制
・共同研究開発グループ（共同研究機関）は、本様式に研究グループごとに記載してください。
・産学官からの様々な研究機関を共同研究グループとすることが可能です。
・研究開発グループの数に上限はありませんが、研究代表者の研究構想の遂行に最適でかつ必要十分なチーム編成にしてください。
・共同研究グループを編成する場合、研究グループは研究構想の実現のために必要不可欠であって、研究目的の達成に大きく貢献できることが必要です。すなわち、共同研究グループの役割・位置づけが不明であるチーム編成は、研究開発体制として不適切です。
・グループ数に応じて、表は追加してください。

	共同研究開発
ｸﾞﾙｰﾌﾟ代表者
	研究機関名・所属※１
	役職
	エフォート※２

	
	
	
	

	研究開発
参加者氏名※３,４
	研究機関名・所属※5
（上記と同じ場合には省略可）
	役職
	エフォート※２

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※1～※5は、前頁をご参照ください。





（次ページへ続く）
（前ページより続く）
（2－1）研究開発構想における当該グループの役割




（2－2）研究開発概要




（2－3）特記事項
・特別の任務等（研究科長等の管理職、学会長など）に仕事時間（エフォート）を要する場合には、その事情・理由をお知らせください。













…各共同研究開発グループの体制については、２頁を超えないこと…

（次ページへ続く）
（前ページより続く）
（3）HQの体制
	研究開発マネジメント担当者
（代表者には○をつけてください）
	研究機関名・所属※１
	役職
	エフォート※２

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※1 現在の所属機関と採択後の所属機関が異なる場合には、採択後に所属する機関を記載してください。また、特記事項にてその事情・理由をお知らせください。
※2 エフォートには、ＵＲＡの年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうちHQ業務の実施に必要となる時間の配分率(％)を記載してください。
※3 HQの構成メンバーについては、その果たす役割等について十分ご検討してください。
※4 HQの構成メンバーの行は、必要に応じて追加してください。経理や事務をサポートする体制は記載不要です。
※5 HQを複数の組織に設置する場合、HQの構成メンバーとして、異なる組織のメンバーを加えていただいても構いません。






（次ページへ続く）
（前ページより続く）
（3－1）研究開発構想におけるHQの役割




（3－2）HQの活動概要




（3－3）特記事項















…HQの体制については、２頁を超えないこと…

（次ページへ続く）
（前ページより続く）
（4）その他の研究開発参画機関※６
・表の行は、必要に応じて追加してください。
	氏名
	所属
	役職

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※6 Flagshipプロジェクト研究代表者が所属する機関と委託契約を結んで研究に参画はしないが、Flagshipプロジェクト研究代表者が所属する機関もしくはFlagshipプロジェクト研究代表者が所属する機関と委託契約を結んで参画している研究グループと連携・協力し研究に参加する企業や大学等。

















研究者・URA調書（様式1－7）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。
※主たる研究者毎（助教以上）に研究者調書を作成・添付してください。
※URA毎に研究者調書を作成・添付してください。

	研究者
又は
URA
	ふりがな
	
	生年月日
	　年　月　日

	
	氏名
	
	（年齢）
	（　歳）

	
	所属研究機関・部局・職
	
	学位
	



研究業績又は活動実績
＜研究者＞
本欄には、これまで発表した論文、著書、産業財産権、招待講演のうち重要なものを選定し、現在もしくは過去から発表年次の順に、通し番号を付して２頁以内で記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
学術誌論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）を記入してください。以上の項目が記入されていれば、各項目の順序の入れ替えや、著者名が多数の場合、主な著者名のみ記入しその他の著者を省略することは問題ありません。なお、省略する場合は、省略した員数と、研究代表者、研究分担者が記載されている順番を○番目と記入してください。
研究代表者には二重下線、共同研究者には一重下線を付してください。
＜URA＞
URAについては研究力強化施策の企画・立案、産学連携・地域連携の深化に係る企画・立案、成果普及に係る科学コミュニケーションの実施、研究資金獲得、研究プロジェクトの企画・立案・運営、知的財産権の取得・管理・運用に係る戦略企画及び実行、国際的な研究連携の促進に係る企画・立案等の活動実績を記入してください。







…様式1－7は、研究者又はURA毎に作成し、1名当たり2頁を超えないこと…


研究開発予算計画（様式1－8）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。

・費目別の研究開発費計画と研究グループ別の研究開発費計画を年度ごとに記載してください。（間接経費は直接経費の合計の30％としてください。）
・研究開発費は、本事業全体の予算状況、PDによるマネジメント、課題評価の状況等に応じ、採択時や研究機関の途中に見直されることがあります。
・研究開発グループの数に上限はありませんが、研究代表者の研究構想の遂行に最適でかつ必要十分なチーム編成にしてください。
・共同研究開発グループを編成する場合、研究開発グループは研究構想の実現のために必要不可欠であって、研究目的の達成に大きく貢献できることが必要です。すなわち、共同研究グループの役割・位置づけが不明であるチーム編成は、研究開発体制として不適切です。

1．研究開発費計画総括表

	
	初年度
（研究開始～R3.3）
	2年度
（R3.4～
R4.3）
	3年度
（R4.4～
R5.3）
	4年度
（R5.4～
R6.3）
	5年度
（R6.4～
R7.3）

	研究代表者
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
	
	
	
	
	

	共同研究開発
グループA
	
	
	
	
	

	共同研究開発
グループB
	
	
	
	
	

	HQ
	
	
	
	
	

	直接経費
　計
	
	
	
	
	

	間接経費
　計
	
	
	
	
	

	合計
（百万円）
	
	
	
	
	



（次ページへ続く）
（前ページより続く）

	
	6年度
（R7.4～
R8.3）
	7年度
（R8.4～
R9.3）
	8年度
（R9.4～
R10.3）
	9年度
（R10.4～
R11.3）
	10年度
（R11.4～
R12.3）
	合計
(百万円)

	研究代表者ｸﾞﾙｰﾌﾟ
	
	
	
	
	
	

	共同研究開発
グループA
	
	
	
	
	
	

	共同研究開発
グループB
	
	
	
	
	
	

	HQ
	
	
	
	
	
	

	直接経費
　計
	
	
	
	
	
	

	間接経費
　計
	
	
	
	
	
	

	合計
（百万円）
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2．各項目別の研究開発費計画
        　　　　（金額単位：千円）
	[bookmark: _Hlk506896334]
	間接経費
	直接経費
	使用内訳

	
	
	
	設備備品費
	消耗品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他

	令和2年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和3年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和4年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和5年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和6年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和7年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和8年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和9年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和10年度
	
	
	
	
	
	
	

	令和11年度
	
	
	
	
	
	
	

	総　計
	
	
	
	
	
	
	

	年度
	主な設備備品費の明細（1件5,000千円以上）

	
	品名・仕様
	数量
	単価
	金額
	主として使用する
研究者及び設置機関名
	購入予定時期

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	設備備品費の必要性

	


· 間接経費は直接経費の合計の30％としてください。
· 経費項目は別紙3を参照してください。


研究費の応募・受け入れ等の状況（様式1－9）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。

・研究代表者が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等（民間財団・海外機関含む）について、制度名ごとに、研究課題名、研究期間、役割、本人受給研究費の額、エフォート等を記入してください。募集要項「第2章2．4（4）　不合理な重複・過度の集中に対する措置」もご参照ください。
・記入内容が事実と異なる場合には、不採択、採択されても後日取り消し又は減額配分となる場合があります。
・現在申請中・申請予定の研究助成等について、この研究提案の選考中にその採否が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正の上、この募集要項の巻末に記載されたお問合せ先まで電子メールで連絡してください。
・面接選考の対象となった場合、他制度への申請書、計画書等を求める場合があります。

（1）申請中・申請予定の研究費
	資金制度・研究費名（研究機関・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割
	令和2年度の研究経費（期間全体の額）　　　（千円）
	エフォート（％）
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由
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（2）受入中・受入予定の研究費
	資金制度・研究費名（研究機関・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割
	令和2年度の研究経費（期間全体の額）　　　（千円）
	エフォート（％）
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



・現在受入中または、受け入れが決定している助成等について、本人研究経費（期間全体）が多い順に記載してください。
・「役割」は、代表又は分担等を記載してください。
・「研究経費」は、ご本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。
・「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100%とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください【科学技術・イノベーション会議における定義による】。
・Flagshipプロジェクトのエフォートと現在受給中の助成等のエフォートを合計して100%を超えないようにしてください。
・必要に応じて行を増減してください。


人権の保護および法令等の順守への対応（様式1－10）Flagshipプロジェクト

※青字の記入要領は、記載時に削除してください。

本欄には、本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、安全保障貿易管理、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、1頁以内で記述してください。
個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。
該当しない場合には、その旨記述してください。




















…様式1－10は、ここまでで図表を含め1頁を超えないこと…

1
